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赤字 48万円 

 北海道内の人工林が利用期を迎える中、「再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT制度）」の創設後、木質

バイオマスの需要が急増しており、林地未利用材の供給を推進していくことが必要です。 

 当署では、間伐箇所における林地未利用材（末木枝条）の有効活用に取り組む必要があるという問題意識を持っ

ており、広尾町森林組合においても、環境材である森林を可能な限り循環利用したいというニーズがありました。 

 そこで当署と広尾町森林組合では、人工林間伐跡地の末木枝条の集積、チップ生産、販売を実施し、収支計算と

分析を通じて、間伐箇所における林地未利用材を木質バイオマスとして有効活用する上での課題を抽出・検証しま

した。 

林地未利用材の有効活用に向けて 
～人工林間伐箇所での未利用材集積・チップ生産の取組から見えてきた課題～ 

十勝西部森林管理署 一般職員    五十部 有紀 
広尾町森林組合 業務課森林整備係長 平 恭輔  
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○印は変更しないこと 

  

検討実施箇所：広尾郡広尾町 S49年植栽トドマツ H29年間伐実施箇所（1070と、1071へ林小班） 

Before 

本発表要旨は、発表会当日、会場で来

場者に配布されるので、分かりやすい

内容・表現とするよう心がけてくださ

い。 

 

【禁止事項】 

1. 原稿サイズは、Ａ４定型とし、様式の

変更は行わないでください。 

2. 左上の丸印の位置を移動させたり、丸

印に文字を重ねて入力しないでください

。 

3. 本様式の下線部より下には記載しない

でください。 

 

【書式】 

1. フォントについては、MSゴシック11ポ

イント以上を基本とします。 

2. 行間については、１行以上で1.25行を

基本とします。 

3. 「タイトル」・「所属・氏名」につい

ては、背景の緑色の部分に収めてくださ

い。また、所属の記入に関しては、「森

林管理署等名 ＋ 役職名」まで記載し

てください。 

4. 「研究の背景・目的」などの項目名は

、適宜変更、追加、削除することは差し

支えありません。また、配置、分量など

については、作成者の裁量とします。 

5. 文末等は、「です、ます」調で統一し

てください。 

林地未利用材を集材 一次破砕 

土場 

集積 輸送・販売 

収支計算と聞き取り 

①コスト削減・作業効率化への課題を抽出、②有効活用に向けた対応策を考察 

○広尾町森林組合が、 

十勝管内のチップ 

生産・販売工場へ売却 

 

○上記工場が二次破砕 

木質バイオマス発電所へ 

チップを売却 

課題：末木枝条の集積・一次破砕の低コスト化と劣化防止 

・低コスト化のためには、伐採と末木枝条の集積を一括して 

 行うことが有効であり、このため、現地に応じた作業仕組みの 

 検討・採用が必要と考えられます。 

・一括作業により、末木枝条の集積やチップ積込に用いる 

 機械の運搬費用を省略できます。 

・伐採後速やかに集積することで、末木枝条の量の確保と 

 劣化の防止につながり、収益性を高めることができます。 

（万円） 

間伐跡地 

・チップ生産量 268m3  

・生産コスト 2,225円 / m3 

・収支は48万円の赤字でした。 

・生産コストに対し一次破砕が66％、 

 集積が34％を占めました。 

・間伐実施から約１年が経過していたため、 

  末木枝条が劣化し、生産量が減少しました。 

見えてきた課題と今後の展開 

本事業の収支 

人件費 

27% 

機械使用費 

43% 

機械運搬費 

30% 

集積 約20万円 

人件費 

10% 

チッパー 

使用費 

22% 

チッパー 

運搬費 

29% 

グラップル 

使用費 

21% 

グラップル 

運搬費 

18% 

一次破砕 約38万円 

経費の内訳 


